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七夕まつり工作会《事前予約制》 

～オリジナルうちわを作ろう～ 

自分でデザインしてキミだけのステキなうちわを作ろう。 

    日時：7 月 3 日（日）午前 10 時～12 時 

    場所：中央図書館 創作室 

    定員：10 名 

    対象：5 歳以上小学生以下 （小学生未満の方は保護者同伴） 

    申込：６／1（水）から中央図書館カウンターまたは電話にて受付 

 

 

                七夕まつりおはなし会《事前予約制》 

                 絵本や紙芝居の読み聞かせをします。 

                  日時：7 月 3 日（日）午後 2 時～3 時 

                  場所：中央図書館 視聴覚室 

定員：15 名 

対象：小学生以下 

申込：6／1（水）から中央図書館カウンターまたは電話にて受付 

 

 

わくわく図書館 DAY 《事前予約制》 

ご好評いただいている、わくわく図書館 DAY 第 3 弾はクイズバトルです。 

みんなの知らないちくせい市に関するクイズを、みんなで調べて答えよう！ 

 

日時：6 月 19 日（日）午前 11 時～12 時 

場所：中央図書館 和室 

定員：10 名 

対象：小学生以上 

申込：5／31（火）から中央図書館カウンターまたは電話にて受付 

６月号 



 

『波山をたどる旅』 

日時：6 月 25 日（土） 午後 2 時～ （94 分） 

場所：中央図書館 視聴覚室 

定員：25 名 

申込：6／1（火）から中央図書館カウンターまたは電話にて受付 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉の明月院や長谷寺、成就院などは有名で花の少ない今の季節、雨に濡れるアジサイと緑のコント

ラストがとても美しい。街中でもよく見かける梅雨の時期の風物詩でもある。 

原産地は日本。原種は日本に自生するガクアジサイ、ヤマアジサイと呼ばれる。5 月から 7 月にかけ

て開花し、栽培は梅雨期に主に挿し木によって繁殖させる。学術名はハイドランジア。ギリシア語の

「hydro
ハ イ ド ロ

(水)」と「angeion
アンジェイオン

（器）」に由来する。「水の器」を意味する名前である。和名の「アジサイ」

は「藍色が集まったもの」を意味する「あづさい（集真藍）」が時の流れと共に転訛
て ん か

したものと言われて

いる。漢字は中国の寺院にあった花に唐の詩人白
はく

居
きょ

易
い

が名付けた。平安時代の学者で歌人の 源
みなもとの

順
したごう

が、

その花を日本のアジサイと同じものだと考えて、この漢字を当てはめたとされているが実際には違って

いたようである。 

土の酸性度によって色を変化させ多種多様なアジサイを愛でることができるこの時期、皆さんはご存

じだろうか？実はアジサイに毒があるという事を…。葉や茎・花・根と全てに毒成分がある。毒性成分

は未だ解明されていないが、古い書物にも記載されており一般的な通説として有名な話である。食用す

ると嘔吐や吐き気、痙攣や眩暈、顔面紅潮、呼吸困難等に陥る。茨城県でも弁当に入った飾り付け用の

アジサイの葉を食べた人が食中毒になった。実際、料理の飾り付け用として市場にも流通しているが、

毒性成分がある事を知っている料理人は少ないだろう。他にもスズラン、スイートピー、シクラメン、

ポインセチア、アイビー、ポトス等、意外に思うかもしれないが全てに毒があるのだ。今更ながら家に

ある事を考えると恐ろしい気がする。自分と家族、そしてペットを守るだけでなく、身の回りにある花々

にも実は毒がある、という事を常々心に留めていてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月の休館日 
6 月 6 日、13 日、20 日、27 日（すべて月曜日） 

筑西市立中央図書館 

〒308-0826 茨城県筑西市下岡崎 1-11-1 

Tel：0296-24-3530 

ホームページ https://library-city-chikusei.jp 

⫘図書館イベントについて 

熱や咳・のどの痛みなどの症状がみられる方の

ご参加は、固くお断りいたします。 また、感染

症が継続的に拡大している地域への訪問等で健

康に不安のある方も、参加はお控えください。 感

染症の発生状況により、中止となる場合がありま

す。予めご了承ください。 

6 月の映画会 

あらすじ 

創作に悩む美大生のカナは、陶芸家・板谷波山の作品を知る。波山に心惹かれたカナはその人生を辿

っていく。若い陶芸家との出会いによって波山の作陶の真髄を理解していく… 

波山をたどる旅の果てにカナがみつけたものとは… 

《事前予約制》 


